
Contents
 BioLinux8の名前を変えたい

 例：第4回終了時点のovaファイルがBioLinux8。第3部用ovaファイルもBioLinux8
なので、前者のほうをBioLinux8_4endに変更したい

 使用メモリを変更したい
 例：現在はゲストOSに2GB (2048MB)しか割り当てていないが、4GB(4096MB)ま
で割り当てたい
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①

②

③

①の部分の名前を変えるTipsです
。②が「保存」になっていると変更
できないので、③「仮想マシンの電
源オフ」で終了しなおしてください
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①が「電源オフ」になってい
る状態で、②設定を押す

①

②
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①ここを任意の名前
に変更すればよい

①
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①例えばBioLinux8_4end
として、②OK

①

②
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①変更完了

①

①
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使用メモリを変更したい
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①現在は2GB (2048MB) 割り当てて
いる状況です。これを4GB (4096MB)
にするやり方を示します。②電源オフ
になっていることを確認して、③設定

①

②

③
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①システム。②現在はここ。具体的な数
値は③に表示されている。④ここの数値
は、今使用中のノートPCのメモリ8GB 
(8192MB)に相当し、ヒトによって異なる

① ②

④

③
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①4096MBになるまで移動させた
状態。②で具体的な数値を確認

① ②
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①に書いているように、ホストOS上のメ
モリも一定量確保しておかねばならない
ので、今使用中のPCのメモリ未満しか
割り当てられない。②閾値はここ

①

②
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①例えば閾値をちょっと超えたところを
指定すると、②無効な設定となります

①

②



講習会は基本2GBメモリ
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①講習会期間中は、特に指定しない
限り配布したovaファイルのデフォル
ト設定(2GBメモリ)で行ってください

① ①



2016.08.02の最後に…
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①メモリ4GBに変更してもらいます。
2016.08.02のスライド186 (NGS連載第
6回W10-5)は、メモリ2GBだと60分ほ
どかかりますが、メモリ4GBで行うと8
分ほどで終わります。計算時間はメモ
リに比例するとは限らず、それほど高
速化の恩恵を受けないこともあります

① ①

②



メモリ4GB変更後の状態
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①

①メモリ4GBに確かに変更された
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 ovaファイルサイズ削減
 自分のovaファイル作成時にやたらと
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